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発問・指示・説明の質を上げるための
教員によるICT活用も重要



児童生徒によるICT活用では？



準備



スキルは前提
京都教育大学附属桃山小学校6年



GIGA GIGA

ICT環境

制度

スキル

慣れ

マインド

GIGA実践の家を建てたい

経験値に地域差があることに留意
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学習習慣・規律
（個々に学習に向かう姿勢づくり，学校や授業での約束，情報モラル・ICT活用ルール等）

ICT環境整備
１）真の1人1台PC，２）クラウド，３）安定，安全・安心

ICT操作スキル
（文字入力，ワープロ，プレゼンソフト等）

情報活用スキル
（情報の収集等の個別的な情報活用スキル）

考えるための技法
（順序づける，比較する，分類する等）

授業でICTを円滑に活用するための基礎的なスキル等
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愛知県春日井市立小学校6年
導入2ヶ月目のある実践例



あらゆる学級情報の電子化
登校後に確認



今日の学習課題や資料の確認
Classroomから



NHK動画クリップ＋付箋紙書き出し＋共有



各自の整理・分析方法で



PCも使って意見交換



対面の班 対面の班

対面の班
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多様なグループ構成



共同編集でまとめ



単元を貫くパフォーマンス課題

子供自身が学習過程や見方・考え方を働かせて
自律的に学習する授業



国語 共同編集＋コメントで交流



ルーブリックを話し合うチャット



係活動でも



係活動の相談もワープロの共同編集で



カレンダーには宿題や家庭学習の予定が



春日井市内の別の学校

廊下にプリンター複合機



春日井市内の別の学校

PCでの成果をアウトプットしたい



春日井市内の別の学校

お手本はスキャン保存していつでも見られるように



授業づくりの考え方
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フューチャースクールにおいて
PCが活用された学習活動（まとめ）

探究の各段階＋反復・習得に集約された



個別の知識

高次な
資質・能力

反復・習得学習 主体的・対話的で深い学び

A．AIドリル等のICT活用
（児童生徒）

B．複合的で総合的な学習活動を
支援するICT活用（児童生徒）

C．情報共有や資料配付など
資質・能力の育成に間接的に
寄与するICT活用
（教師も児童生徒も）

資質・能力
（イメージ）

学習活動
（イメージ）
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資質・能力の育成とICT活用

質の違いを理解して，ICTを活用
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資質・能力の育成とICT活用

個別の知識

高次な
資質・能力

反復・習得学習 主体的・対話的で深い学び

A．AIドリル等のICT活用
（児童生徒）

B．複合的で総合的な学習活動を
支援するICT活用（児童生徒）

C．情報共有や資料配付など
資質・能力の育成に間接的に
寄与するICT活用
（教師も児童生徒も）

資質・能力
（イメージ）

学習活動
（イメージ）

質の違いを理解して，ICTを活用



A先生
（小学算数）

B先生
（小学算数）

C先生
（中学理科）

いつもA先生がお気に入り
学習者

学習動画サイト

学習者の特性に応じ，
・学ぶ場所
・学ぶ時間
・教わる先生
からの自由度の向上世界の速い

乗り物動画

算数
速さの学習
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オンライン教材を活用した習得段階の将来イメージ
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資質・能力の育成とICT活用

個別の知識

高次な
資質・能力

反復・習得学習 主体的・対話的で深い学び

A．AIドリル等のICT活用
（児童生徒）

B．複合的で総合的な学習活動を
支援するICT活用（児童生徒）

C．情報共有や資料配付など
資質・能力の育成に間接的に
寄与するICT活用
（教師も児童生徒も）

資質・能力
（イメージ）

学習活動
（イメージ）

質の違いを理解して，ICTを活用
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フューチャースクールにおいて
PCが活用された学習活動（まとめ）

事例を分析すると



情報の収集

・学習活動の目的や意図の変化は「小」
・ICT活用を加えることで，学習活動の質を向上

整理・分析 ……

学習活動の質を上げるためのICT活用

©2020 高橋純（東京学芸大学）



ICT活用と共に，
見方・考え方や個別やペアなどの学習形態の工夫を加えて，
学習活動の質の向上

見方・考え方や学習形態の工夫も

情報の収集 整理・分析
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……



各活動をつなげ「学習過程」として質の向上
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学習過程
学習過程

学習過程
（活動の道筋）

見方・考え方
（思考の道筋）×

単元・授業過程
（授業の道筋）くり返し
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高次な資質・能力の育成のための指導法イメージ
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資質・能力の育成とICT活用

個別の知識

高次な
資質・能力

反復・習得学習 主体的・対話的で深い学び

A．AIドリル等のICT活用
（児童生徒）

B．複合的で総合的な学習活動を
支援するICT活用（児童生徒）

C．情報共有や資料配付など
資質・能力の育成に間接的に
寄与するICT活用
（教師も児童生徒も）

資質・能力
（イメージ）

学習活動
（イメージ）

質の違いを理解して，ICTを活用



資料配付など便利で楽だから



職員会議をClassroomで
先生が便利だと思うから

様々な教員研修も1人1台



無 ICT活用

モアICT活用

「情報」共有

「活動」共有

モアICTという言葉はないが

「情報」デジタル化

△協働→情報共有→ファイル等共有
◎協働→活動共有→情報共有は付随的で前提
→（ファイル等は透明的）

クラウドで「活動」共有へ
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